
ヒロシマ・ナガサキ｢原爆と人間｣展
日時 8月 7日(火)、8日(水) 10時～19時

9日(木) 10時～16時

会場 はっち2階ギャラリー２（入場無料）

主催 八戸原水爆禁止の会 八戸市柏崎一丁目10-34三八地労連気付
☎・Fax 47-8886
ゆきとどいた教育を考える三八の会 八戸市売市1-8-20
県教組三八支部気付

後援 八戸市教育委員会

第1部 あの日あのとき 第2部 被害者の広がり
1 表紙・タイトル 17 原爆孤児
2 [解説]広島・長崎の原爆 18 サダコの千羽鶴
3 ヒロシマ－あの日 19 外国人被爆者
4 涙に曇るファインダー 20 第五福竜丸
5 母の声を背に 21 米軍ヘリが落ちてきた！
6 水をもとめて 22 広がる核被害一少女サファア
7 川 23 さようなら原発
8 ナガサキ－あの日 第3部 ふたたび被爆者をつくるな
9 プラットホームの母と子 24 ふたたび被爆者をつくるな
10 焼き場の少年 25 原爆を許さない国にするために
11 見てください 26 生きぬいて
12 母と子 27 世界に訴える被爆者
13 来る日もくる日も 28 世界の核弾頭数 非核兵器地帯
14 黒い雨 29 核戦争を止めてきた被爆者の決意
15 死の同心円 30 17歳のあなたへ
16 なぜ原爆は投下されたか

73年前、広島・長崎には直視できない現実がありました。原爆の投下によって熱線
と爆風で街も人も焼かれ、破壊されたのです。放射能の被害に苦しむたくさんの被爆
者が生み出されました。広島・長崎に住んでいた人だけではありません。救出のため
に入市した人たちもまた、大量の残留放射線を浴び、死を迎えることになったのです。
被爆写真を中心とした展示です。｢あの日あのとき｣を知り、｢ふたたび被爆者をつく
るな｣と世界に訴え続けている被爆者の思いを共有しましょう。できれば、夏休み中の
子どもさんと一緒においで下さい。
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